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横
浜
弁
護
士
会
は
、
神
奈

川
県
内
に
法
律
事
務
所
を

持
つ
弁
護
士
全
員
が
加
入

す
る
法
定
団
体
で
す
。

　

私
は
神
奈
川
県
で
生
活
を

始
め
て
20
年
程
に
な
る
が
、

出
身
地
は
富
山
県
で
あ
る
。

日
本
海
側
の
地
域
を
指
す

「
裏
日
本
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
広
辞
苑
に
も
載
っ
て

お
り
、
明
治
以
後
、
近
代
化

の
進
ん
だ
表
日
本
に
対
し
て

用
い
ら
れ
始
め
た
語
と
あ

る
。
以
前
は
、
裏
日
本
と
い

う
言
葉
を
度
々
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
▼

裏
日
本
の
裏
と
い
う
文
字
を

不
快
に
感
じ
る
人
も
い
る
。

高
校
生
の
と
き
、
担
任
の
先

生
が
、「
奈
良
時
代
や
平
安

時
代
に
は
日
本
海
側
こ
そ
が

表
日
本
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と

私
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
▼
た
し
か
に
当
時
は

朝
鮮
と
の
交
易
で
日
本
海
側

が
賑
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
私
自
身
は
そ
ん
な
に
目

く
じ
ら
立
て
な
く
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
と
思
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
先
生
は
日
本
海
側

が
裏
日
本
と
呼
ば
れ
る
こ
と

を
差
別
か
あ
る
い
は
侮
辱
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
▼
最
近
、
裏
日
本

と
い
う
言
葉
を
久
し
く
聞
い

て
い
な
い
。
誰
か
が
騒
ぎ
立

て
る
こ
と
が
な
く
と
も
、
こ

の
よ
う
な
言
葉
が
自
然
淘
汰

さ
れ
る
よ
う
な
社
会
は
好
ま

し
い
社
会
で
あ
る
と
思
う
▼

調
べ
て
み
る
と
、
か
つ
て
某

市
長
が
テ
レ
ビ
局
に
対
し
裏

日
本
と
い
う
言
葉
の
使
用
に

つ
き
苦
情
を
寄
せ
た
等
の
経

緯
が
あ
っ
て
、
徐
々
に
こ
の

言
葉
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

て
き
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
そ

れ
で
良
い
の
で
あ
る
が
、
少

し
残
念
で
も
あ
っ
た
。

（
長
谷
川　

篤
司
）

人
権
シ
ン
ポ
in
か
な
が
わ
２
０
１
４
の
ご
案
内

　

日
時　

平
成
26
年
１
月
18
日（
土
）

　

場
所　

横
浜
弁
護
士
会
館

　

内
容　

・
人
権
賞
贈
呈
式
／
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
　
　
　

・
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　

・
無
料
法
律
相
談
等 

　

11
月
６
日
当
会
会
館
５
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
弁
護
士

の
不
祥
事
が
多
く
報
道
さ
れ
る
中
、綱
紀
委
員
会
委
員
や
紛
議
調
停
委
員
会
委
員
の
増
員
、

預
り
金
に
関
す
る
会
規
の
整
備
な
ど
、
監
督
機
関
と
し
て
の
弁
護
士
会
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

化
の
た
め
の
会
則
の
変
更
議

案
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
綱
紀
委
員

会
の
弁
護
士
委
員
を
12
名
増

員
し
て
44
名
と
す
る
。
紛
議

調
停
委
員
会
は
委
員
を
９
名

増
員
し
て
25
名
と
す
る
。
紛

議
調
停
委
員
の
選
任
に
つ
き

従
来
は
人
事
委
員
会
の
審
議

で
足
り
て
い
た
が
常
議
員
会

の
審
議
を
要
す
る
と
す
る
も

　

綱
紀
委
員
会
の
委
員
増

員
、
紛
議
調
停
委
員
会
の
委

員
増
員
と
選
任
手
続
の
厳
格

の
。

　

預
り
金
の
横
領
事
件
等
、

弁
護
士
に
対
す
る
社
会
的
信

頼
を
揺
る
が
す
事
件
が
多
数

報
道
さ
れ
る
中
、
当
会
で
は

３
月
22
日
臨
時
総
会
で
、
総

合
的
な
弁
護
士
不
祥
事
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
旨
の

決
議
が
さ
れ
た
。
同
決
議
で

は
、
紛
議
調
停
委
員
会
及
び

綱
紀
委
員
会
に
つ
き
委
員
増

員
等
を
含
め
た
制
度
上
の
諸

手
当
を
図
る
こ
と
、
預
り
金

に
関
す
る
会
規
の
見
直
し
方

向
で
の
検
討
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　

本
議
案
は
、
こ
の
決
議
を

具
体
化
す
る
た
め
の
会
則
変

更
議
案
で
あ
る
。

　

前
田
副
会
長
に
よ
る
提
案

理
由
の
説
明
が
な
さ
れ
た

後
、
質
問
や
意
見
も
な
く
、

両
議
案
と
も
全
会
一
致
で
提

案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

当
会
預
り
金

会
規
の
変
更

　

当
会
の
「
業
務
上
の
預
り

金
の
取
扱
い
に
関
す
る
会

規
」
の
整
備
を
は
か
る
た
め

の
会
規
の
改
正
議
案
で
あ
る
。

　

前
記
３
月
22
日
臨
時
総
会

で
の
決
議
及
び
５
月
の
日
弁

連
定
期
総
会
で
可
決
さ
れ
た

「
預
り
金
等
の
取
扱
い
に
関

す
る
規
程
」
を
踏
ま
え
た
も

の
。

　

具
体
的
な
変
更
内
容
と
し

て
は
、
対
象
を
現
金
の
み
で

な
く
預
貯
金
に
拡
大
、
官
公

署
か
ら
の
委
嘱
職
務
を
含
む

こ
と
の
明
確
化
、
預
り
金
と

明
示
し
た
専
用
口
座
の
開
設

義
務
、
入
出
金
経
過
の
記
録

義
務
、
職
務
終
了
時
の
収
支

報
告
義
務
、
当
会
が
預
り
金

保
管
状
況
等
の
照
会
で
き
る

事
由
や
対
象
の
拡
大
等
で
あ

る
。

　

前
田
副
会
長
に
よ
る
提
案

理
由
の
説
明
の
後
、
会
員
か

ら
質
問
や
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

特
に
、
預
り
金
口
座
の
開

設
に
つ
い
て
、
弁
護
士
法
人

の
場
合
や
、
職
務
上
の
氏
名

と
戸
籍
上
の
氏
名
が
異
な
る

場
合
も
ス
ム
ー
ズ
に
口
座
が

開
設
で
き
る
の
か
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
が
利

用
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
懸

念
す
る
意
見
が
あ
り
、
ス
ム

ー
ズ
に
開
設
手
続
が
進
む
よ

う
会
か
ら
銀
行
へ
の
通
知
等

が
要
望
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、「
預
か
り
金

口
」
等
の
名
称
を
付
し
た
口

座
名
義
の
開
設
の
可
否
に
つ

き
、
銀
行
等
に
照
会
し
た
結

果
が
資
料
と
し
て
配
布
さ
れ

た
。

　

銀
行
等
の
回
答
を
み
る
限

り
、
概
ね
ス
ム
ー
ズ
に
口
座

開
設
が
で
き
る
か
に
み
え

る
。
し
か
し
、
会
員
の
質
問

や
意
見
を
通
じ
、
現
実
に
は

様
々
な
局
面
で
「
預
か
り
金

口
」
等
の
名
称
を
付
し
た
口

座
の
開
設
が
、
必
ず
し
も
容

易
で
は
な
い
実
態
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

本
議
案
も
全
会
一
致
で
提

案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

綱
紀
委
員
会

委
員
選
任

　

12
名
の
綱
紀
委
員
会
委
員

の
選
任
議
案
で
あ
る
。
第
１

号
議
案
（
綱
紀
委
員
増
員
の

会
則
変
更
）
に
よ
り
増
員
さ

れ
た
分
の
追
加
選
任
を
す
る

も
の
。

　

三
品
副
会
長
に
よ
る
提
案

理
由
の
説
明
が
な
さ
れ
た

後
、
質
問
や
意
見
も
な
く
、

全
会
一
致
で
提
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

第
１
号
及
び

第
２
号
議
案

綱
紀
委
員
・

紛
議
調
停
委

員
の
増
員
等

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会

問
題
点
の
方
向
性
示
す

　

10
月
15
日
当
会
会
館
に
お

い
て
、
講
師
に
札
幌
弁
護
士

会
の
淺
松
千
寿
（
あ
さ
ま
つ

ち
ひ
ろ
）
弁
護
士
を
招
き
、

主
と
し
て
弁
護
士
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

バ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
は
、
リ

タ
イ
ア
メ
ン
ト
に
関
す
る
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

弁
護
士
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
２

年
前
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
日

弁
連
の
業
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
第
九
分
科
会
に
お
い
て
初

め
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら

れ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

淺
松
弁
護
士
は
、
日
弁
連

の
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

本
部
の
事
務
局
長
と
し
て
、

同
シ
ン
ポ
の
開
催
に
あ
た

り
、
発
案
か
ら
当
日
の
運
営

に
至
る
ま
で
中
心
的
な
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。特
に
、

同
シ
ン
ポ
の
準
備
の
段
階
で

は
こ
の
問
題
に
先
進
的
に
取

組
ん
で
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
弁

護
士
会
に
取
材
し
、
こ
の
分

野
で
も
っ
と
も
先
進
的
な
意

識
を
も
っ
て
業
務
に
取
組
ん

で
い
る
弁
護
士
で
あ
る
。

　

講
演
で
も
、
パ
リ
弁
護
士

会
で
の
貴
重
な
聴
き
取
り
結

果
と
の
対
比
か
ら
、
現
在
の

弁
護
士
や
弁
護
士
会
の
置
か

れ
た
状
況
、
改
善
が
求
め
ら

れ
る
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て

明
確
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
淺
松
弁
護
士
の

指
摘
も
受
け
、
当
会
を
代
表

し
、
三
品
副
会
長
か
ら
、
現

在
当
会
会
員
が
す
で
に
利
用

が
可
能
な
制
度
や
、
現
在
検

討
を
行
っ
て
い
る
会
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
で
の

諸
制
度
に
つ
い
て
の
報
告
も

行
わ
れ
た
（
た
と
え
ば
、
現

在
弁
護
士
会
職
員
の
た
め
に

契
約
を
し
て
い
る
産
業
医
を

会
員
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
契
約
内
容
の
変
更

を
検
討
し
て
い
る
）。
こ
れ

ら
の
検
討
結
果
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
暫
時
会
員
向

け
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
せ
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。

（
副
会
長　

本
田　

正
男
）

臨時総会開催
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こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
…

副
会
長　

渡
部　

英
明

理
事
者
室

だ
よ
り

の
実
施
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

８
月
に
は
、
会
館
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
伴
い
、
夜
間
に
会

館
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

警
備
員
を
配
置
し
た
。
会
館

の
夜
間
利
用
に
つ
い
て
、
施

設
の
有
効
利
用
、
利
用
者
の

便
宜
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ

る
の
で
、
今
後
も
有
効
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
実
際
、
夜
間

企
画
と
し
て
、
本
田
副
会
長

企
画
の
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

こ
け
ら
落
と
し
講
演
が
３
回

実
施
さ
れ
、
大
変
実
益
の
あ

る
講
演
で
あ
っ
た
。
今
後
も

夜
間
講
演
な
ど
で
会
館
が
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

士
会
の
様
々
な
公
式
行
事
に

参
加
し
て
き
た
。
日
弁
連
の

人
権
大
会
、
民
暴
大
会
、
関

弁
連
の
定
期
大
会
、
地
区
別

懇
談
会
、
関
東
十
県
会
の
懇

談
会
、
他
会
や
他
士
業
と
の

懇
談
会
な
ど
な
ど
。

　

当
期
執
行
部
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み

て
、
新
た
に
実
施
で
き
た
こ

と
を
あ
げ
る
と
、
夜
間
企
画

上
経
っ
た
。
こ
の
間
、
弁
護

　

理
事
者
に
な
っ
て
半
年
以

し
た
。
当
会
で
は
、
14
名
の

弁
護
士
が
担
当
し
、
会
場
の

都
合
で
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
し
か
実
施
で
き

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
31

件
の
相
談
を
受
け
た
。

　

大
部
分
は
高
齢
者
か
ら
の

相
談
で
あ
り
、
中
に
は
、
危

惧
し
て
い
た
と
お
り
、
保
護

要
件
を
充
た
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
、
親

族
の
援
助
を
受
け
る
よ
う
に

促
さ
れ
、
生
活
保
護
申
請
と

は
扱
わ
れ
ず
に
追
い
返
さ
れ

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
水
際

作
戦
」
に
遭
っ
て
い
る
相
談

者
も
い
た
。

　

な
お
、
相
談
と
は
別
に
、

こ
の
よ
う
な
相
談
を
実
施
し

て
生
活
保
護
受
給
者
を
増
や

す
べ
き
で
は
な
い
と
い
っ
た

苦
情
も
５
件
あ
っ
た
。
生
活

保
護
受
給
者
は
怠
け
て
い
る

と
い
う
誤
解
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
啓
蒙
活
動
の
必
要

性
も
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

（
会
員　

佐
藤　

正
知
）

　

当
会
は
、
昨
年
11
月
14
日

付
け
で
「
生
活
保
護
基
準
引

き
下
げ
に
強
く
反
対
す
る
意

見
書
」
を
発
表
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
、本
年
８
月
か
ら
、

３
年
間
で
最
大
10
パ
ー
セ
ン

ト
も
生
活
保
護
基
準
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
当
会
は
、
10
月
９

日
付
け
で
「『
生
活
保
護
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
』
の
国
会
再
提
出
に
反
対

す
る
会
長
声
明
」
を
発
表
し

た
。
本
年
の
通
常
国
会
で
廃

案
と
な
っ
た
同
法
案
は
、
生

活
保
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
者
に
よ
る
生
活
保
護

申
請
を
受
理
し
な
い
こ
と
を

助
長
す
る
も
の
で
あ
り
、
な

お
か
つ
生
活
保
護
申
請
に
対

す
る
萎
縮
効
果
が
著
し
い

が
、
本
年
秋
の
臨
時
国
会
に

再
提
出
さ
れ
、
可
決
成
立
見

込
み
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
10

月
23
日
、
日
弁
連
と
各
単
位

会
主
催
で
、
全
国
一
斉
生
活

保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施

　

る
よ
う
に
な
っ
た
。
事
件
処

理
を
通
じ
て
求
め
ら
れ
る
ス

キ
ル
を
知
り
、
早
い
段
階
で

将
来
な
る
べ
き
姿
の
イ
メ
ー

ジ
が
掴
め
た
」
と
述
べ
た
。

　

森
田
弁
護
士
か
ら
も
、「
事

件
処
理
を
す
る
と
き
、
か
な

パ
ブ
の
指
導
弁
護
士
な
ら
ど

う
処
理
す
る
か
を
ま
ず
考
え

る
。
そ
れ
で
も
悩
ん
だ
時
な

ど
は
、
か
な
パ
ブ
に
連
絡
し

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

気
軽
に
相
談
で
き
る
所
が
あ

る
と
思
う
と
心
強
い
」
と
の

感
想
が
あ
っ
た
。

　

平
岡
弁
護
士
か
ら
は
、
当

会
で
養
成
を
受
け
た
経
験
に

つ
い
て
、「
横
浜
弁
護
士
会

は
派
閥
が
な
く
、
多
く
の
弁

護
士
と
接
点
を
持
て
た
。
弁

護
士
同
士
の
関
係
等
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
弁
護
士
会
全

体
で
育
て
て
も
ら
っ
た
気
が

す
る
。
横
浜
弁
護
士
会
で
養

成
期
間
を
過
ご
せ
て
良
か
っ

た
」と
の
感
想
も
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
重
野
弁
護
士
か

ら
は
「
依
頼
者
か
ら
、
新
鮮

な
魚
や
、
野
菜
な
ど
を
食
べ

き
れ
な
い
程
も
ら
っ
た
り
す

る
。
長
距
離
移
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
等
大
変
な
面
も

あ
る
け
れ
ど
、
弁
護
士
過
疎

地
域
で
の
活
動
は
充
実
し
て

い
て
楽
し
い
」
と
地
域
な
ら

で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も

語
ら
れ
た
。

　

座
談
会
の
最
後
に
は
、
大

谷
豊
公
設
事
務
所
支
援
委
員

会
委
員
長
か
ら
、「
４
人
と

も
苦
労
も
多
い
と
思
う
が
、

生
き
生
き
と
し
て
い
る
姿
を

見
せ
て
く
れ
て
嬉
し
い
。
今

後
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
盛
会
の

う
ち
に
座
談
会
を
終
え
た
。

（
会
員　

神
永　

夕
貴
）

任
し
た
平
岡
路
子
弁
護
士

（
新
63
期
、
福
島
県
弁
護
士

会
）
は
、「
相
馬
支
部
に
は

弁
護
士
が
11
名
い
て
、
弁
護

士
過
疎
は
解
消
し
た
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
原
発
賠
償
事

件
を
中
心
に
弁
護
士
は
全
然

足
り
て
い
な
い
。
私
も
原
発

賠
償
事
件
だ
け
で
も
30
件
程

度
抱
え
て
多
忙
で
、
事
務
所

の
経
営
も
簡
単
で
な
い
が
、

震
災
被
害
か
ら
の
復
興
の
た

め
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

　

か
な
パ
ブ
で
の
養
成
に
関

裁
管
内
で
唯
一
の
法
律
事
務

所
だ
が
、
同
管
内
の
住
民
の

ほ
か
、
弁
護
士
の
い
な
い
隣

接
す
る
寿
都
簡
裁
管
内
の
住

民
も
相
談
に
来
る
。
２
つ
の

簡
裁
の
管
内
人
口
は
５
万
人

程
度
だ
が
、
ま
だ
需
要
に
応

え
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
。
地
域
と
も
連
携
し
て
出

張
相
談
を
増
や
す
な
ど
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
福
島
原

発
事
故
の
影
響
が
残
る
福
島

県
相
馬
市
の
「
相
馬
ひ
ま
わ

り
基
金
法
律
事
務
所
」
に
赴

　

10
月
４
日
、
当
会
出
身
の

「
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務

所
」
と
「
法
テ
ラ
ス
地
域
事

務
所
」
へ
の
赴
任
者
（
い
ず

れ
も
弁
護
士
法
人
か
な
が
わ

パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

（
か
な
パ
ブ
）出
身
）を
招
き
、

弁
護
士
不
足
地
域
の
実
情

や
、
か
な
パ
ブ
で
の
養
成
に

つ
い
て
座
談
会
が
開
催
さ
れ

た
（
司
会
・
加
藤
勝
会
員
）。

　

森
田
了
導
弁
護
士
（
新
63

期
、
函
館
弁
護
士
会
・
法
テ

ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
）は
、

「
法
テ
ラ
ス
八
雲
は
八
雲
簡

公
設
事
務
所

公
設
事
務
所  

座
談
会

し
て
は
、
岡
本
吉
平
弁

護
士
（
新
62
期
、
千
葉

県
弁
護
士
会
・
鴨
川
ひ

ま
わ
り
基
金
法
律
事
務

所
）
は
、「
養
成
期
間

は
短
か
っ
た
が
、
様
々

な
事
件
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
赴
任
後
は
、
か

な
パ
ブ
で
見
た
こ
と
を

意
識
し
て
や
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
配
慮

を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

育
て
て
も
ら
え
た
」
と

述
べ
た
。
重
野
裕
子
弁

護
士
（
新
62
期
、
高
知

弁
護
士
会
・
中
村
ひ
ま

わ
り
基
金
法
律
事
務

所
）
は
、「
か
な
パ
ブ

で
の
養
成
期
間
中
、
弁

護
士
不
足
地
域
に
赴
任

経
験
の
あ
る
指
導
弁
護

士
と
共
同
受
任
を
す
る

こ
と
で
、
弁
護
士
過
疎

地
へ
行
く
の
が
特
別
な

こ
と
で
は
な
い
と
思
え

る
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
の
夜
間

企
画
と
し
て
、
横
浜
駅
西
口

の
夜
間
相
談
も
試
験
的
に
実

施
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
夜
間

の
法
律
相
談
の
需
要
が
あ
る

の
か
否
か
な
ど
の
検
証
を
含

め
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

夜
間
企
画
は
、
時
間
の
有

効
活
用
と
し
て
、
い
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
会
内

に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

る
こ
と
が
こ
の
半
年
間
で
十

分
わ
か
っ
た
の
で
、
夜
間
企

画
に
つ
い
て
、
企
画
案
や
建

設
的
な
意
見
が
あ
れ
ば
理
事

者
宛
に
お
願
い
し
た
い
。

全国一斉生活保護ホットライン 施実

啓蒙活動の必要性も痛感啓蒙活動の必要性も痛感

「
か
な
パ
ブ
」は
拠
り
ど
こ
ろ
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10
月
の
晴
天
の
日
、
同
僚
と
と

も
に
、
横
須
賀
の
う
み
か
ぜ
公
園

で
芋
煮
会
を
し
た
。
東
北
で
秋
の

風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

故
郷
・
仙
台
市
で
は
、
秋
に
な

る
と
友
人
や
親
戚
と
、
河
原
に
集

ま
り
、里
芋
や
に
ん
じ
ん
、白
菜
、

ね
ぎ
、
キ
ノ
コ
、
豚
肉
な
ど
を
入

れ
、み
そ
で
味
つ
け
し
た
芋
煮（
レ

シ
ピ
を
知
り
た
い
方
は
お
問
い
合

わ
せ
を
！
）を
作
る
。空
の
下
で
、

お
に
ぎ
り
や
秋
刀
魚
と
一
緒
に
い

た
だ
く
。

　

山
形
風
は
醤
油
味
で
牛
肉
を
使

う
な
ど
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
集
う
の
は
同

じ
。
秋
に
な
る
と
、
毎
週
の
よ
う

に
部
活
動
、
子
供
会
、
両
親
の
会

社
の
芋
煮
会
と
、予
定
は
埋
ま
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、尊
い
命
や
、

美
し
い
景
色
は
一
瞬
に
し
て
奪
わ

れ
た
。

　

原
発
事
故
に
よ
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
を
追
い
出
さ
れ
た
多
く
の

人
が
、
神
奈
川
で
今
も
避
難
生
活

を
送
る
。
こ
う
し
た
人
が
、
東
京

電
力
や
国
を
相
手
取
っ
た
訴
訟
を

横
浜
地
裁
に
起
こ
し
た
。
取
材
を

通
し
て
、
原
告
の
人
た
ち
の
当
た

り
前
の
生
活
が
奪
わ
れ
た
こ
と
を

実
感
す
る
。
牛
を
飼
い
、
果
物
を

育
て
、
日
々
の
天
候
を
気
に
し
つ

つ
、
近
所
の
人
と
う
っ
と
お
し
い

ほ
ど
濃
い
付
き
合
い
を
し
な
が
ら

暮
ら
す
。

　

そ
ん
な
人
た
ち
が
、
散
り
散
り

に
な
っ
た
。
帰
還
困
難
区
域
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
を
は
じ
め
、
二

度
と
故
郷
で
芋
煮
会
が
で
き
な
い

の
か
。
そ
う
思
う
と
、
や
る
せ
な

さ
で
胸
が
つ
ま
っ
た
。

　

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
世
間
は
い

つ
か
事
故
を
忘
れ
、
無
関
心
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
危
機
感

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
ペ
ン
を
握

り
、
司
法
の
判
断
を
注
視
し
た

い
。

（
朝
日
新
聞
横
浜
総
局

記
者　

及
川　

綾
子
）

東

北の
風物詩に思う

常議員会
の い ま 常議員会雑感

会員　黒田　陽子（39期）

　

今
回
は
、
３
回
目
の
常
議

員
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
雑

感
を
述
べ
た
い
。

　

弁
護
士
人
口
は
年
々
大
幅

に
増
大
し
て
い
る
が
、
マ
ス

コ
ミ
を
賑
わ
す
弁
護
士
の
不

祥
事
も
増
え
、
弁
護
士
に
対

す
る
世
間
の
評
価
は
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
常
議
員
会
の

議
案
も
山
積
し
、
多
岐
に
亘

っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
も

あ
っ
て
か
、
議
論
や
手
続
が

錯
綜
す
る
場
面
が
何
度
か
あ

っ
た
。E-Com

on

問
題
、

を
費
や
し
て
、
実
質
的
な
議

論
を
す
る
時
間
が
削
減
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

会
長
声
明
の
内
容
も
常
議

員
会
の
議
案
と
し
て
し
ば
し

ば
登
場
す
る
。
各
弁
護
士
の

思
想
信
条
が
区
々
で
あ
り
、

い
ず
れ
の
意
見
を
弁
護
士
会

の
声
明
と
し
て
発
表
す
る

か
、
を
一
概
に
決
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
昨
今
の
社
会
情
勢
を

考
え
る
時
、
在
野
法
曹
と
し

て
の
弁
護
士
会
は
、
十
分
な

実
質
的
議
論
を
交
わ
し
た
上

で
、
誰
に
媚
び
る
こ
と
も
怯

む
こ
と
も
な
く
、
毅
然
と
、

法
律
家
と
し
て
の
意
見
を
表

明
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
件
と
も
関
連
す
る

が
、
会
員
数
が
１
３
０
０
名

以
上
と
な
り
、
現
役
で
活
動

す
る
弁
護
士
の
「
期
」
が
50

期
以
上
に
亘
る
中
、
35
名
と

い
う
定
員
数
の
ま
ま
、
弁
護

士
会
の
意
思
を
決
定
し
て
い

く
こ
と
の
妥
当
性
に
は
疑
問

を
禁
じ
得
な
い
。
会
員
数
が

90
名
以
上
と
い
う
期
も
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
最
低
で
も

各
期
１
名
、
人
数
に
よ
っ
て

は
１
期
２
名
以
上
の
常
議
員

に
よ
る
十
分
な
議
論
を
必
要

と
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

横
浜
入
管
に
お

け
る
法
律
相
談

会
試
行
の
件
等

で
あ
る
。
手
続

面
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
否
定

し
な
い
が
、
そ

の
た
め
に
時
間

　

　

司
法
修
習
生
の
就
職
状
況

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
ま
さ
に
未
曾
有
の
就
職

氷
河
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
鑑
み
、
就
業
問
題

対
策
委
員
会
は
10
月
11
日
に

就
職
応
援
会
を
開
催
し
た
。

　

就
職
応
援
会
と
は
、
第
66

期
司
法
修
習
生
と
採
用
予
定

事
務
所
の
弁
護
士
と
を
引
き

合
わ
せ
る
こ
と
と
、
参
加
弁

護
士
か
ら
修
習
生
に
対
し
、

就
職
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
懇

親
会
で
あ
り
、
本
年
で
３
回

目
の
開
催
と
な
る
。

　

過
去
２
回
と
も
盛
況
で
あ

っ
た
が
、
本
年
も
、
司
法
修

習
生
が
53
名
、
採
用
を
考
え

て
い
る
弁
護
士
や
就
職
問
題

に
悩
む
司
法
修
習
生
を
励
ま

そ
う
と
考
え
て
い
る
弁
護
士

が
45
名
参
加
し
、
大
規
模
な

懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
内
容
的
に
も
、
採
用

を
考
え
て
い
る
弁
護
士
の
周

り
に
は
、
司
法
修
習
生
が
何

人
も
集
ま
り
、
弁
護
士
の
話

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
司
法

修
習
生
か
ら
も
積
極
的
に
質

問
す
る
な
ど
し
て
就
職
活
動

の
情
報
収
集
に
励
む
姿
が
多

く
見
ら
れ
た
。
２
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

当
日
配
布
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
で
も
、
ほ
と
ん
ど

の
司
法
修
習
生
が
「
大
変
満

足
」「
概
ね
満
足
」
と
回
答
し

て
お
り
、
３
回
目
と
な
っ
た

応
援
会
も
成
功
に
終
わ
っ
た

と
委
員
一
同
安
心
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
応
援

会
を
き
っ
か
け
に
、
就
職
が

決
ま
っ
た
と
い
う
司
法
修
習

生
が
一
人
で
も
多
く
現
れ
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

昨
今
の
司
法
修
習
生
の
非

常
に
厳
し
い
就
職
状
況
に
立

ち
向
か
う
べ
く
当
委
員
会

は
、
本
応
援
会
や
就
職
説
明

会
等
様
々
な
企
画
を
準
備
し

て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
会

員
の
方
々
に
も
是
非
ご
協
力

頂
き
た
い
。

（
会
員　

渡
邊　

寛
一
）

就
職
問
題
の
困
難
に
立
ち
向
か
う

就
職
問
題
の
困
難
に
立
ち
向
か
う

　

10
月
15
日
当
会
会
館
で
、

新
任
調
停
官
激
励
・
退
任
調

停
官
慰
労
の
集
い
が
開
催
さ

れ
た
。

　

調
停
官
（
通
称
・
非
常
勤

裁
判
官
）
は
、
弁
護
士
が
、

毎
週
１
回
終
日
、
民
事
・
家

事
調
停
に
つ
い
て
、
裁
判
官

と
同
等
の
権
限
を
も
っ
て
調

停
手
続
を
主
宰
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
常
勤
裁
判
官

へ
の
任
官
促
進
、
調
停
の
充

実
・
活
性
化
を
目
的
と
し
て

制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

調
停
官
を
退
任
し
た
白
石

美
奈
子
会
員
、
菊
池
博
愛
会

員
か
ら
は
、
調
停
官
生
活
を

振
り
返
っ
て
話
が
な
さ
れ

た
。
代
理
人
と
し
て
は
経
験

で
き
な
い
数
多
く
の
事
件
を

担
当
し
、
調
停
の
奥
深
さ
を

感
じ
た
こ
と
、
仕
事
は
自
由

に
任
せ
て
も
ら
え
る
一
方

で
、
困
っ
た
と
き
は
裁
判
官

や
裁
判
所
職
員
が
親
身
に
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
た
こ
と
な

ど
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
弁
護
士
業
務
と
の
調
整

は
、
事
前
に
想
定
し
て
い
た

ほ
ど
の
困
難
さ
は
な
か
っ
た

と
の
感
想
も
述
べ
ら
れ
た
。

　

現
職
調
停
官
で
あ
る
髙
橋

良
会
員
、
長
澤
洋
征
会
員
、

飯
島
奈
津
子
会
員
、
大
川
宏

之
会
員
、
大
関
亮
子
会
員
か

ら
は
、
調
停
官
の
仕
事
の
状

況
、
家
事
事
件
手
続
法
施
行

に
よ
る
変
化
な
ど
に
つ
い
て

話
が
な
さ
れ
た
。
担
当
事
件

数
、
調
停
委
員
と
の
付
き
合

い
方
、
最
高
裁
が
民
事
調
停

に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
な
ど
大
変
興
味
深
い

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
家
事
調
停
官
に

新
任
し
た
横
溝
久
美
会
員
か

ら
、
任
官
の
き
っ
か
け
や
、

昼
食
を
買
い
に
行
く
時
間
も

取
れ
な
い
ほ
ど
多
忙
な
仕
事

の
状
況
報
告
と
と
も
に
、
新

任
調
停
官
と
し
て
の
抱
負
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

調
停
官
経
験
者
の
話
か
ら

は
、
忙
し
く
も
大
変
充
実
し

た
仕
事
状
況
が
伺
わ
れ
、
当

会
か
ら
も
、
後
に
続
く
会
員

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
興
味
の
あ
る
会
員
は
、

裁
判
官
評
価
検
討
・
弁
護
士

任
官
推
進
委
員
会
ま
で
ご
一

報
を
！

忙しくも充実した
非常勤裁判官生活を振り返る

新任調停官激励・退任調停官慰労の集い

就
職
応
援
会
開
催
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年
目
の
途
中
か
ら
ボ
ス
が
日

弁
連
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
の
私
と
ボ
ス
は
、
週

に
一
度
事
務
所
で
短
時
間
会

え
る
以
外
は
殆
ど
メ
ル
友
状

態
で
あ
り
、
私
が
１
日
に
何

通
も
事
件
の
進
捗
報
告
、
相

談
等
の
メ
ー
ル
を
送
る
と
、

ボ
ス
か
ら
朝
５
時
台
な
ど
の

早
朝
に
一
気
に
返
信
が
入
る

と
い
う
の
が
パ
タ
ー
ン
で
し

た
。
当
時
は
私
も
必
死
で
し

た
が
、
今
思
え
ば
ボ
ス
も
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

無
事
１
年
間
の
公
務
が
終

わ
り
、
現
在
は
毎
日
一
緒
に

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
口
頭

で
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
事
件
処
理
に

関
す
る
こ
と
は
勿
論
、
奮
闘

記
に
載
せ
る
写
真
を
ど
う
す

る
か
と
い
っ
た
わ
り
と
ど
う

で
も
い
い
こ
と
ま
で
相
談
で

き
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

　

次
に
、
２
年
間
の
う
ち
で

特
に
印
象
的
な
事
件
に
つ
い

て
考
え
る
と
、
弁
護
士
１
年

目
か
ら
同
期
数
名
と
一
緒
に

担
当
し
て
い
る
原
発
弁
護
団

事
件
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

福
島
の
事
業
者
を
中
心
に

Ａ
Ｄ
Ｒ
数
件
を
担
当
し
ま
し

た
が
、
現
地
で
の
聴
き
取
り

や
証
拠
収
集
な
ど
、
新
人
ら

し
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ

を
発
揮
し
て
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
忙

し
く
な
っ
て
し
ま
い
、
チ
ー

ム
会
議
で
は
、
誰
が
起
案
を

担
当
す
る
か
、
誰
が
新
件
の

班
長
に
な
る
か
な
ど
で
た
ま

に
微
妙
な
空
気
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
（
笑
）、
そ

ん
な
と
き
こ
そ
会
議
の
後
に

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
元

気
を
出
し
、
励
ま
し
合
っ
て

い
ま
す
。
事
件
自
体
は
深
刻

で
す
が
、
良
い
仲
間
達
と
力

を
合
わ
せ
、
少
し
ず
つ
で
も

出
来
る
こ
と
を
継
続
し
て
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

２
年
目
の
近
況
報
告

新
64
期　

会
員　

岡
村　

あ
す
か

　

平
成
23
年
12
月
に
弁
護
士

登
録
し
、
弁
護
士
に
な
っ
て

も
う
す
ぐ
丸
２
年
が
経
ち
ま

す
。

　

こ
の
２
年
間
で
特
に
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
何
か
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
１

　

10
月
24
日
、
神
奈
川
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー
14
階
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
当
会
主

催
の
「
中
小
企
業
の
た
め
の

海
外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
７
月
に
正
式
に
発
足

し
た
中
小
企
業
の
海
外
展
開

支
援
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
が
中
心

と
な
っ
て
実
施
し
た
も
の

で
、
神
奈
川
県
下
の
中
小
企

業
の
経
営
者
、
従
業
員
等
を

中
心
に
78
名
も
の
参
加
者
が

出
席
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ア
ジ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援
す

る
ジ
ェ
ト
ロ
の
担
当
課
長
に

よ
る
「
ア
ジ
ア
の
投
資
環
境

と
進
出
の
た
め
の
留
意
点
」

に
つ
い
て
の
講
演
や
、
佐
藤

麻
子
会
員
に
よ
る
「
海
外
展

開
・
10
の
法
的
リ
ス
ク
と
そ

の
予
防
策
」
と
題
し
た
講
演

に
加
え
、
実
際
に
海
外
展
開

に
携
わ
っ
て
き
た
企
業
、
金

融
機
関
担
当
者
、
税
理
士
、

高
橋
理
一
郎
会
員
に
よ
る
、

「
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

状
」、「
中
小
企
業
に
よ
る
上

手
な
弁
護
士
の
使
い
方
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
進
行
は
澄

川
圭
会
員
）
が
行
わ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

大
変
役
に
立
っ
た
・
役
に
立

っ
た
、と
の
回
答
ば
か
り
で
、

具
体
的
に
は
、
弁
護
士
に
よ

る
実
際
の
意
見
や
本
音
、
実

例
を
聞
け
て
有
用
で
あ
っ

た
、
契
約
書
作
成
や
弁
護
士

と
の
関
わ
り
の
重
要
性
に
つ

い
て
勉
強
に
な
っ
た
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

よ
り
具
体
的
な
事
例
に
基
づ

く
進
出
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
、
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー

を
定
期
的
に
開
催
し
て
欲
し

い
等
大
変
好
評
を
い
た
だ

き
、
関
係
者
一
同
ほ
っ
と
胸

を
な
で
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
同
Ｗ
Ｇ
で
は
、
海
外

取
引
や
海
外
進
出
を
考
え
て

い
る
神
奈
川
県
下
の
中
小
企

業
を
対
象
に
、
法
的
リ
ス
ク

な
く
安
心
し
て
海
外
展
開
を

行
う
た
め
の
法
的
支
援
を
行

う
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

Ｗ
Ｇ
で
あ
り
、
本
セ
ミ
ナ
ー

は
同
Ｗ
Ｇ
発
足
後
、
初
の
本

格
的
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ

た
。
今
後
も
同
様
の
セ
ミ
ナ

ー
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

同
Ｗ
Ｇ
で
は
、
会
員
か
ら

の
積
極
的
な
参
加
も
募
集
し

て
い
る
。
中
小
企
業
の
海
外

展
開
支
援
に
少
し
で
も
関
心

の
あ
る
方
は
、
是
非
同
Ｗ
Ｇ

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

（
会
員　

中
村　

恵
美
子
）

中
小
企
業
の
た
め
の
海
外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー

講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

大
好
評

　

私
の
文
庫
本
で
め
ぐ
る
歴

史
の
旅
も
、
最
近
少
し
横
道

に
そ
れ
て
、
中
国
か
ら
日
本

の
歴
史
に
入
り
ま
し
た
。

　

江
戸
末
期
か
ら
明
治
維
新

に
か
け
て
で
す
が
、
面
白
か

っ
た
の
は
「
幕
末
の
天
皇
」

（
藤
田
覚
著
、
講
談
社
学
術

文
庫
）
で
す
。

　

天
皇
・
朝
廷
が
江
戸
後
期

の
幕
朝
関
係
の
な
か
で
、
高

度
な
政
治
的
権
威
を
ど
の
よ

う
に
獲
得
し
て
い
っ
た
か

を
、
具
体
的
に
読
み
や
す
い

形
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

秋
も
深
ま
り
ま
し
た
。
興

味
の
あ
る
方
に
は
、
是
非
一

読
を
お
勧
め
し
ま
す
。　

　

デ
ス
ク　

國
村　

武
司

　

記
者　
　

勝
俣　

豪

　
　
　
　
　

長
谷
川
篤
司

　
　
　
　
　

市
川　

統
子

　
　
　
　
　

糸
井　

淳
一

　
　
　
　
　

常
磐　

重
雄

　
　
　
　
　

山
田　

一
誠

　

10
月
８
日
、
当
会
会
館
に

お
い
て
、
神
奈
川
県
内
４
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
出
身
の
司
法
試

験
合
格
者
に
対
し
、
法
科
大

学
院
支
援
委
員
会
就
学
就
職

支
援
部
会
主
催
の
サ
ポ
ー
ト

会
が
行
わ
れ
た
。
今
年
初
め

て
の
企
画
で
あ
り
、
部
会
の

「
就
学
」
と
は
４
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
へ
の
志
望
、「
就
職
」

と
は
出
身
者（
合
否
問
わ
ず
）

の
就
職
を
支
援
す
る
趣
旨
で

あ
る
。

　

４
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、

横
浜
国
立
大
学
法
科
大
学

院
、
神
奈
川
大
学
法
科
大
学

院
、
桐
蔭
法
科
大
学
院
、
関

東
学
院
大
学
法
科
大
学
院
で

あ
り
、
今
年
28
名
の
合
格
者

を
輩
出
し
て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
ト
会
に
参
加
し
た

合
格
者
は
20
名
、
弁
護
士
会

側
が
14
名
、
こ
れ
か
ら
臨
む

司
法
修
習
や
そ
の
先
の
就
職

に
つ
い
て
、
先
輩
の
若
手
弁

護
士
が
体
験
談
を
語
り
、
弁

護
士（
イ
ン
ハ
ウ
ス
を
含
む
）

ま
で
研
修
所

教
官
で
あ
っ

た
田
上
尚
志

会
員
か
ら
、

修
習
に
向
け

て
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
っ

た
。

　

参
加
者
か

ら
は
、「
知

ら
な
い
事
ば

か
り
で
不
安

で
し
た
が
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
」、「
横

浜
弁
護
士
会
の
雰
囲
気
が
良

い
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
」

等
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
た
。

　

合
格
者
は
、
11
月
末
か
ら

の
司
法
修
習
を
経
て
、
来
年

末
、
法
曹
と
し
て
実
務
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

参
加
し
た
合
格
者
は
、
横

浜
国
大
Ｌ
Ｓ
（
11
名
）、
神

奈
川
大
Ｌ
Ｓ
（
６
名
）、
桐

蔭
Ｌ
Ｓ
（
２
名
）、
関
東
学

院
大
Ｌ
Ｓ（
１
名
）で
あ
る
。

（
会
員　

中
道　

徹
）

雰囲気の良さ  伝わる
司法試験合格者サポート会開 催

土曜・日曜・祝日も
相談を行っています

の
仕
事
を
紹
介
し
、
一
昨
年
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